
 

- 7 - 
消防科学と情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災の激しさを強く印象づける要素の

一つに、死者・行方不明者(以下では遭難者)の極端

な大きさが挙げられる。まず、本稿を執筆してい

る 4 月末(発災から 7 週間)の時点で、地震・津波

に直接起因する遭難者数がまだ変動しつつある事

が、近年の日本の自然災害としては全く例がない

ほど異例である。 

4 月 30 日の警察庁資料によれば遭難者数は

25,681 人で、これは 4 月 20 日の 27,754 人より

2,000 人ほど少なくなっている。発表される被害

が発災直後から次第に増え、やがてピークを迎え

てその後減少するのは一般的に見られることだが、

遭難者数がこれほど極端に増減することは極めて

異例である。仮に 2 万 5 千人前後としても、これ

は日本の自然災害による遭難者数としては極度に

大きな数字である。表に挙げたのは、明治以降の

わが国で発生した遭難者数の大きな自然災害であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災の遭難者数は明治三陸地震津波を

超え、関東大震災に次ぐ規模となる可能性が高い。 

関東大震災、明治三陸津波ともに今から 100 年

程度前の事象であり、現在とは各種社会インフラ

の整備状況が比較にならない時代である。これら

の事例に匹敵する被害が生じたことの意味は重い。 

岩手、宮城の沿岸部は、過去に津波災害を繰り

返し経験し、防潮堤などのハード整備も進んだ地

域だったが、各地で防潮堤がもろくも崩れ去り、

多数の人的、物的被害が生じたことに、防災分野

に関わる 1 人として正直なところ無力感を禁じ得

ない。しかし、あえて冷静に見れば、東日本大震

災は明治三陸地震津波と比べて非常に広範囲に被

害をもたらしており、両者を直接比較することは

適当では無いとも言える。これまでに国土地理院

から公表されている今回の津波浸水域などから、

今回の津波の規模は明治三陸地震津波と同等以上

とみなせる。明治三陸地震津波時の岩手県の遭難

者数は 18,158 人だが、今回は 7,698 人で、無論

少ない数字とは言えないが、外力が大きいことを

考えれば、明治三陸地震津波に比べ被害軽減はで

きたと考えられる。三陸沿岸では、いったん指定

避難場所の学校に避難した児童や住民が、津波を

察知してさらに高所に避難して難を免れた事例も

複数確認されている。過去にこの地域が取り組ん

できたハード、ソフト両面の蓄積は一定の効果を

もたらしたと筆者は考える。効果を客観的に検証

し、次の時代につないでいくことが重要だろう。 

特集Ⅰ 東日本大震災(1) 

☐東日本大震災・人的被害の面から 

静岡大学防災総合センター 牛 山 素 行 


